














起業から32年目の活動と拠点
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～ひとり親家庭等の現状～

日本の母子家庭の就労率は8割を超えているものの、大半の世帯は
経済的には余裕を持てない生活を送っているのが現状。
家計と子育てを一手に担わなければならず、
両立できる雇用条件に合った仕事を見つけることが
大変難しい。

～ソーシャルファームについて～

“ソーシャルファーム”とは、社会的な課題・
問題の解決に取り組むと同時に、就労困難な状況に置かれ
ている人々のために、雇用の場を創出するビジネスのこと。
欧州では1万社以上取り入れられている形態だが、
日本ではまだまだ知られていないのが現状。

≪本事業実施の背景≫

「食」事業を行うソーシャルファーム設立
弊社の11年間に及ぶ、女性の働く場としての飲食店2店舗経営をベースに取り組む

「食」に関わる

社会的サービス

ワーク

シェアリング

地域の

コミュニティづくり

新規雇用

人材育成

こうした状況を鑑みて・・・



「相談相手がいない」

全国母子世帯 19.6％

「困っていること」＝「住居」

全国母子世帯 13.4％

◆社会的孤立・社会的排除

社会保障・医療・教育・労働からの排除

『関係性』の貧困『つながり』からの排除

厚生労働省 『平成23年度 全国母子世帯等調査結果報告』
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内閣府『男女共同参画白書』 平成22年版



すべての年齢層において女性の月給額は低い
ー年齢階級別の給与月額平均ー
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（出所）厚生労働省「平成26年賃金構造基本統計調査」





 84.5％が就労
 正規職員はそのうち40％弱
 平均年間収入（世帯）は291万円（手当等含む）

 父子家庭 455万円
 子どものいる世帯 697万円

 平均年間就労収入は181万
 「臨時・パート」平均年間就労収入は125万円

ひとり親世帯の貧困

厚生労働省『平成23年度 全国母子世帯等調査結果報告』
厚生労働省『平成22年 国民生活基礎調査の概況』



出所 内閣府男女共同参画局『生活困難を抱える男女に関する検討会』2010年



貧困とは社会的な力の剥奪
ジョン・フリードマン

他者との協働と連帯のもと、

社会組織と社会ネットワークを
活用して、社会的な力の源と

なる資源にアクセスする

プロセスとそのための

社会的活動への参加を通じて

相互にエンパワーメント

①コミュニティ
②余剰の時間
③知識とスキル
④適正な情報
⑤社会組織
⑥社会ネットワーク
⑦労働と生計を立てるため
の手段
⑧現金

『市民・政府・ＮＧＯー「力の剥奪」からエンパワメントへ』新評論1995年



社会的企業を

目指して

地域に生きる活動を地域とともに・・・



1. 若者居場所工房
「ぐーてん」って何？

ひきこもり支援においての位置づけ

社会参加したいと思う人が、すぐに働くのはハードルが高いという場合

ひきこもり状態 居場所 就労支援など

社会参加のための準備をするために、スモールステップを踏むことができる

スモールステップ
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安心な場を
増やす

生活リズムを
整える

人と関わる
練習

社会性を
つける

経験を増やす
（自信をつける）

社会と繋がる
（所属を作る）

様々な
目的

仲間づくり

社会参加の準備＝心身ともに元気になる（エンパワメントする）

社会参加の準備とは？



２．ぐーてんの紹介

活動の様子

紙すきなどものづくり、調理実習
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２．ぐーてんの紹介

活動の様子

レクリエーション（お茶タイム、農作業体験）
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２．ぐーてんの紹介

活動の様子

地域のお祭りやイベントのお手伝い（庄内バルお手伝い、紙すき教室）
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3.居場所づくりでみえてきたこと

安心できる場を作る

•肯定する

•失敗してもOK

役割を作る

•自分の居場所と実感する（お客様扱いは居心地悪い）

ごく当たり前の日常を大切にする

•日常的なおしゃべりを大切にする

•楽しい時間を作る

スタッフが楽しむ

•その場にいる人が義務感でやっていたり、退屈に感じていたりして

は、良い雰囲気は生まれない

大切なこと
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変化には、本人の「困り感」が必要！！

困り感とは・・・？
「助けてほしい」「変わりたい」「このままではヤバイ」などの
本人が支援を必要とする気持ち。

なぜ必要・・・？
ゼロには何を掛けてもゼロという現実。
本人が「○○したい」という気持ちはたとえどんなに小さくとも
持っていないと、支援することが空回りする。

しかし

今現在、ゼロだからといっても、一生ゼロという訳ではない。
タイミングの問題。
支援につなげるには、押し出す時期と入口のスタンスが大切。

3.居場所づくりでみえてきたこと



地域のイベントとの協力・協働

庄内・服部天神・岡町各地域のバルに協力 豊中まつり

豊中南部フェスティバル 豊中産業フェア

インターネットでの情報発信に留まらず、高齢化などの問題を抱える地域の既存
のコミュニティのエリアを越えて繋ぎ、活性化するお手伝いをしています。



まとめ①

あらゆる支援施策に必要な視点

他者との協働と連帯のもと、

社会組織と社会ネットワークを活用して、

社会的な力の源となる資源にアクセスする

プロセスとそのための社会的活動への参加を通じて

相互にエンパワーメント

『市民・政府・ＮＧＯー「力の剥奪」からエンパワメントへ』新評論1995



①助けてあげる
②支えてあげる
③守ってあげる
④教えてあげる
⑤解ってあげる
⑥聞いてあげる
⑦つないであげる

あげる意識から 協働/協同意識へ

相互の
エンパワメント



情報の輪サービス株式会社＆NPO法人 ZUTTO 

 

豊中市委託事業 

2010 年～2015年度ひとり親家庭の就労支援のための研修プログラム 

 

★研修内容 

① コミュニケーション研修（人間関係） 

（自尊感情・レジリエンス・エンパワメント研修・アサーショントレーニング） 

② パソコン研修（個人のレベルに応じる） 

（エクセル・ワード・パワーポイント・イラストレーター・フォトショップ・ワードプレス） 

③ 調理師免許資格取得 

④ ヘルパー2級資格＝介護職員主任者研修 

⑤ 経理・会計研修 

⑥ 接客研修・ビジネスマナー研修 

⑦ 接客サービス検定3級・2級（接客サービス・接遇マナー） 

⑧ 販売士 3・2・1級（販売の様々な分野を経験する） 

⑨ 就労したい職業への就労体験研修（実践） 

⑩ 学習支援（読み書き・計算） 

⑪ 職業適性検査をもとにキャリアカウンセリング 

⑫ 飲食店設立体験（物件調査から開店プロセス） 

⑬ カフェ設立体験（社会的企業・女性の起業） 

⑭ マネジメント研修（リーダーシップトレーニング・店長研修・マネージャー研修） 

⑮ 認可外保育創業研修 

⑯ 総合演習（ひとり親家庭の現状・メディアリテラシー・事業関連図書の読書とまとめと発表） 

⑰ ライフプラン研修（人生設計） 

 

★女性たちが取得したい資格・技能 

① パソコン 

② 医療事務 

③ ヘルパー（ケアマネージャー） 

④ 調理師 

⑤ 簿記 

⑥ 保育士 

⑦ 販売士 

 

★困りごと（自身のこと）       ★困りごと（子ども） 

① 相談相手がいない         ①教育・進学 

② 家計               ②教育費が高い 

③ 仕事               ③しつけ 

④ 住宅・介護            ④病気時の対応 


